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2022年３月期通期連結業績予想の上方修正に関するお知らせ 

 

 当社は、2021年 11月 12日開催の取締役会において、2021年５月 14日に公表いたしました 2022

年３月期通期連結業績予想を上方修正することを決議いたしましたので、お知らせいたします。 

 

記 

 

１. 通期連結業績予想の修正  

（2021年４月１日～2022年３月 31日） 

 売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属する 

当期純利益 

1 株当たり 

当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 
百万円 

7,365  

百万円 

202  

百万円 

257  

百万円 

200  

円 銭 

62.25  

今回修正予想（Ｂ）  7,959   308  324 233   72.68   

増減額（Ｂ− Ａ）   594    105   66   33    

増減率（％） 8.1   52.4   26.0   16.8      

（参考）前期実績 

（2021 年３月期）  6,431   282  323  225  70.10  

 

２. 修正の理由 

当社は、2021 年 11 月 12 日付「2022 年３月期第２四半期（累計）連結業績予想と実績値と

の差異（上方修正）に関するお知らせ」でお知らせしたとおり、2022 年３月期第２四半期累計

期間の実績が業績予想を上回る結果になりました。 

下期においても、木材の価格上昇と堅調な出荷が見込まれ、通期業績予想は、売上高が前回

発表予想を 8.1％上回る 7,959 百万円となる見通しです。それに伴って、売上総利益の増加が

見込まれることから、営業利益は前回発表予想を 52.4％上回る 308 百万円となる見通しです。 

一方、持分法適用会社である株式会社 MUJI HOUSE においては、木材を含む資材価格の上昇

が利益を圧迫することから、持分法投資損益の減少が見込まれ、経常利益は同 26.0％増の 324

百万円、親会社株主に帰属する当期純利益は同 16.8％増の 233 百万円になる見通しです。 

以 上 


